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九
月
十
三
日
㈰
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
会
主
催
の
『
敬
老
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

六
合
地
区
に
は
七
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
が
一
五
四
三
人
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
当
日
は
約
二
百
人
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

大
久
保
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
会

長
の
挨
拶
で
は
、
島
田
市
の
健
康
寿

命
が
男
性
七
十
一
歳
、
女
性
七
十
四

歳
で
あ
る
と
紹
介
が
あ
り
、
参
加
の

皆
さ
ん
に
も
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
て

頂
き
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
で
見
え
た
染
谷
島
田
市
長

は
、
お
祝
い
の
言
葉
の
中
で
こ
ん
な

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
田
市
最
年
長
の
松
浦
さ
ん
は
、

常
に
小
さ
な
事
で
も
「
あ
り
が
と
う

ね
」
と
言
い
、
こ
の
言
葉
は
若
い
人

を
育
て
る
と
お
っ
し
ゃ
る
の
だ
そ
う

で
す
。

　

島
田
市
に
は
百
歳
以
上
の
方
が

九
十
五
人
お
住
ま
い
で
、
な
ん
と

九
十
九
歳
の
方
が
五
十
二
人
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
来
年
は
一
挙
に
百
歳

以
上
の
市
民
が
一
五
〇
人
近
く
に
な

る
そ
う
で
す
。

　

染
谷
市
長
は
去
年
に
引
き
続
き
自

慢
の
喉
で
五
十
年
前
の
ヒ
ッ
ト
曲
、

マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
の
「
愛
し
て
愛
し

て
愛
し
ち
ゃ
っ
た
の
よ
♬
」
を
歌
っ

て
会
場
を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

１
．
六
合
第
一
保
育
園
の
園
児
の
皆

さ
ん
の
合
唱
「
お
ど
る
ポ
ン
ポ

コ
リ
ン
」
可
愛
く
元
気
に
で
き

ま
し
た
。

２
．
コ
ー
ル
シ
ク
ラ
メ
ン
の
女
性
合

唱
団
で
す
。
女
性
ら
し
い
優
し

い
歌
声
に
皆
さ
ん
聞
き
惚
れ
、

「
ふ
る
さ
と
」
で
は
皆
さ
ん
で
一

緒
に
合
唱
し
ま
し
た
。

３
．
六
合
小
学
校
の
生
徒
に
よ
る
組

体
操
の
演
技
が
あ
り
、
練
習
の

成
果
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
．
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
の
皆
さ
ん
に

よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ワ
イ
キ
キ

の
波
打
ち
際
に
い
る
気
分
で
し

た
。

５
．
六
合
東
小
学
校
の
生
徒
さ
ん

は
、
合
唱　

歌
っ
て
踊
っ
て
の

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
は
楽
し
い
賑
や

か
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

６
．
六
合
中
学
校
の
吹
奏
楽
演
奏
で

は
、「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
」

の
際
皆
さ
ん
の
手
拍
子
で
盛
り

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
『
敬
老
』
と
は
、
多
年
に
わ
た
り

社
会
に
貢
献
し
て
き
た
人
を
敬
う
、

尊
敬
す
る
こ
と
で
す
。

　

桜
井
県
議
が
「
老
人
の
記
憶
力
は

変
わ
ら
な
い
。
思
い
出
す
時
間
が
掛

る
だ
け
だ
」
と
い
う
言
葉

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
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島田空襲について
　島田市に１９４５年７月２６日、米国の爆弾が投下
された。これは、原子爆弾投下の実践訓練として
行われた作戦のひとつ。使用された爆弾はパンプ
キン爆弾と呼ばれるもので、後に長崎に投下され
たファットマン型爆弾を模した形状の特殊な爆弾
(模擬原爆）である。１９４５年７月から、アメリカ陸軍
航空軍のＢ-２９爆撃機によって、日本各地に訓練
攻撃として投下が行われていた。アメリカ軍は、新
潟市を原爆による攻撃目標の一つとして検討して
おり、その訓練用目標として富山市の軍需工場を
選定していた。しかし、天候不良のため予定通り実
行できず、代わりの目標として島田市などにパンプ
キン爆弾が投下された。

昭和20年7月26日午前8時40分、島田市扇町に落下炸裂した爆弾により、
即死者33名、重傷死者14名、重軽傷者約200名、消滅家屋数100戸の
大惨事を記す石碑が普門院境内に建立されている

島田に投下時の写真島田に投下時の写真

島田市は、平成２６年（２０１４年）に「島田市平和都市宣言」を制定

電波兵器実験所について
　太平洋戦争末期において旧海軍はマグネトロン
（電磁管）が発する電磁波（極超短波）を利用した強
力電波兵器を開発し、飛来するＢ29に向けて電磁波
を照射し、打ち落す計画を立てていました（Ｚ研究）。
　初期のＺ兵器の研究は、レーダー開発と共に東
京三鷹の「日本無線」で始められましたが、専門の
実験場が必要になり、大井川流域の島田市に決
定しました。理由は①大井川水系の豊富な電力が
可能②東京から日帰りが可能、の2点でした。島田
に実験所（現在の東海特殊加工製紙）が昭和18
年に開設され終戦まで研究を続けていましたが、島
田でも空襲が激しくなると研究施設の疎開が計画さ
れ、金谷牛尾山鼻地区に実験所が建設されまし
た。終戦時アメリカ軍に渡した「引渡目録」の中に史
料として記録されています。

　本年は悪天候で六合公民館にて追悼
式が執り行われました。戦争の記憶が薄れ
ていく中、戦後70年は1つの節目で来賓・
遺族会代表の追悼の言葉は戦後70年を
思う言葉があり、全国民の8割が戦後世代
となる中、戦争の悲惨さを伝えていくのが難
しくなった旨を遺族会長よりお話しされまし
た。今後たとえ大戦を知らない世代になっ
ても80年後、100年後までコミュニティ委員
会がこうした式典を続けていくことで平和の
尊さを伝えていきたいものです。

　六合地区では、戦没者慰霊碑が道悦八
幡宮境内に建立されています。この碑は明
治以降の戦争において亡くなられた方々、
古くは明治10年の西南の役から太平洋戦
争の戦没者まで256名の名前が刻まれてい
ます。
　戦後70年という節目の今年、六合地区初
の戦没者はわかるのだろうかと遺族会に聞
きましたが、資料的には不明確である様で地
区の戦没者墓石を少し探してみたところ、明
治10年3月西南の役・熊本県八代郡での戦
闘で負傷死したことが刻まれていました。
　今ではほとんど忘れられているこの戦いは、

戦時中私たちの住んでいる島田市ではこのようなことがおこなわれていました

戦没者追悼式典
　　　　　平成27年10月11日

発掘調査写真発掘調査写真

発掘前写真発掘前写真

昭和25年新聞掲載
された写真

投下された爆弾の模型投下された爆弾の模型発掘された牛尾実験所の基礎発掘された牛尾実験所の基礎 島田工業高校生制作のジオラマ島田工業高校生制作のジオラマ

西郷隆盛率いる薩摩軍と政府軍(官軍）と
の戦いで日本最後の内戦と言われ両軍で1
万数千人ほどの犠牲者があり、最も激しい戦
いと言われていた田原坂の近くに現在資料
館ができています。
　資料館の記述には現在の赤十字社がこ
の戦いの中で、どちらの軍の負傷者も分け隔
てなく看護した人たちが草分けであると書か
れております。
　このようなことを思いながら、多くの犠牲の
うえに今日の平和と繁栄があることをおもい
歴史をひも解いてみるのもいいのではないで
しょうか。

終戦 70 年の 年におもう

▲西南の役から第一次世界大戦までの六合地域出身の戦没者の英霊を祀る忠魂碑が大正5年26日に建立されている。 
まつ
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八
月
二
日
㈰
朝
か
ら
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
祭
り
日
和
の
一
日
が
ス

タ
ー
ト
。

河
村
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
各
部

実
行
委
員
で
の
準
備
作
業
が
完
了

後
、
い
よ
い
よ
夏
祭
り
が
開
催
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
の
中
学
生

が
大
活
躍
の
「
焼
き
そ
ば
」、「
綿
菓

子
」、「
ヨ
ー
ヨ
ー
」、「
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
」、「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」「
か

き
氷
」・
・
各
売
店　

大
盛
況
の
中
、

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
各
団
体
で

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
。
例
年

恒
例
の
餅
投
げ
の
時
点
に
は
、
会
場

一
杯
の
人
だ
か
り
で
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
夏
祭
り
で
し
た
。



六
合
地
区
文
化
祭
が
十
月

二
十
四
日
㈯
、
二
十
五
日
㈰
の
両

日　

六
合
公
民
館
「
ロ
ク
テ
ィ
」

及
び
六
合
小
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ク
テ
ィ
で
は
、
写
真
、
陶
芸
品

等
・
・
の
展
示
や
島
田
工
業
高
校
の

電
子
機
械
化
と
都
市
工
学
科
に
よ

る
製
作
品
の
展
示
と
防
災
教
育
で
の

実
践
活
動
記
録
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
茶
道
教
室
や
喫
茶
室
も
設

置
さ
れ
、
健
康
講
座
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
芸
能
発
表
と
し
て
、

や
よ
い
琴
の
会
、
六
合
小
大
正
琴
ク

ラ
ブ
、
六
合
第
一
保
育
園
（
リ
ズ

ム
体
操
）、
六
合
第
二
保
育
園
（
和

太
鼓
）、
六
合
幼
稚
園
（
リ
ズ
ム
）、

D
ance S

chool S
hiny E

yes 

（
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
）、
若
栄
会
（
古
典
・
新

舞
踊
）、
吟
劍
詩
舞
道
正
規
流
（
詩

舞
）、
ブ
ラ
ス
パ
テ
ィ
ー
ナ
（
管
楽

器
）、
六
合
中
吹
奏
楽
部
（
演
奏
）

の
演
奏
や
発
表
が
あ
り
、
沢
山
の
観

衆
と
拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

− 5 −

六
合
地
区
文
化
祭



編
集
後
記

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
大

イ
ベ
ン
ト
の
夏
祭
り
、
文
化

祭
等
・
・
・
無
事
開
催
で
き
、

記
事
に
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
終
戦
七
十
周

年
に
あ
た
る
節
目
の
年
に
な

る
こ
と
か
ら
、
島
田
→
六
合

→
地
域
へ
と
身
近
の
戦
没
者

慰
霊
を
今
一
度
振
り
返
っ
て

思
い
出
す
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
『
終
戦
七
十
年
』
特
集

を
載
せ
る
事
と
し
ま
し
た
。

広
報
部
長　

神
戸
正
実
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今
年
二
月
の
講
習
会
に
続

い
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
講
習
会
が
七
月
四
日
、

六
合
小
学
校
体
育
館
を
会
場

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

島
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
方
々
の
指
導
に
よ
り
、

お
よ
そ
五
十
名
の
参
加
者
が

集
ま
っ
て
午
後
七
時
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

開
始
に
あ
た
り
、
委
員
会

の
方
か
ら
ル
ー
ル
等
の
説
明

を
受
け
た
後
、
十
分
な
時
間

を
か
け
て
準
備
体
操
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
ヶ
所
に
設
け

ら
れ
た
コ
ー
ト
に
受
講
者
が

振
り
分
け
ら
れ
、
ル
ー
ル
に

の
っ
と
り
、
一
つ
の
コ
ー
ト

に
そ
れ
ぞ
れ
三
名
ず
つ
が
位

置
に
つ
い
て
試
合
が
始
ま
り

ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
年
配
の
方
ま

で
の
男
女
が
入
り
乱
れ
て
の

対
戦
。
初
め
て
体
験
す
る
人

も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
何

度
も
空
振
り
す
る
人
や
つ
ま

づ
い
て
転
が
る
人
が
い
て
、

ど
う
な
る
事
か
と
心
配
し
ま

し
た
が
、
時
間
が
経
過
す
る

に
つ
れ
て
、
指
導
の
効
果
に

加
え
、慣
れ
て
来
た
事
も
あ
っ

て
、
だ
ん
だ
ん
上
達
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
白
熱
の
様
相

を
見
せ
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ

も
出
て
き
て
、
楽
し
く
見
学

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
高
に
盛
り
上
が
っ
た
と

こ
ろ
で
時
間
の
都
合
か
ら
、

講
習
会
も
終
了
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
が
少
し
残
念
で
し
た
。

長
引
く
梅
雨
の
欝
陶
し
さ
を

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
た
ひ
と

時
で
し
た
。

十
月
四
日
㈰
天
気
は
快
晴

六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ク
テ
ィ
を
９
時
に
出
発

し
、
六
合
消
防
署
の
前
を
通

り
、
第
五
小
学
校
を
左
手
に

旭
町
公
民
館
へ
と
ぬ
け
ま
す
。

脇
の
路
地
を
入
り
リ
バ

テ
ィ
を
目
指
し
、
さ
ら
に

蓬
莱
橋
ま
で
の
五
㎞
コ
ー

ス
と
陸
上
競
技
場
ま
で
の
十

㎞
コ
ー
ス
で
す
。
普
段
、
車

で
し
か
通
ら
な
い
道
を
歩
い

た
り
、
知
ら
な
い
路
地
裏
を

散
策
す
る
と
新
し
い
発
見
が

あ
っ
た
り
、
こ
こ
は
こ
ん
な

風
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
と
妙

に
納
得
し
た
り
…
ち
ょ
っ
と

し
た
冒
険
心
も
く
す
ぐ
ら
れ

る
気
が
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
「
昔
と
は
随
分
変

わ
っ
た
ね
」
な
ど
と
思
い
で

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

身
体
は
バ
テ
バ
テ
の
方
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
み
ん
な

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
て
い
い

ひ
と
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

健
康
な
体
を
維
持
す
る
こ

と
を
主
眼
に
お
き
つ
つ
、「
新

た
な
発
見
を
求
め
」
仲
間
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
の
も
い

い
か
も
ね
！

「ファミリーバドミントン講習会」開催 2015 年 7月

健 康 ウ ォ ー キ ン グ  2015 年 10月


